
     

円
形
組
織
の
考
え
方
を
も
と
に
始
動 

四
月
下
旬
か
ら
休
ん

で
い
た
部
活
動
も
、
大
型

連
休
明
け
の
十
一
日
に

活
動
を
再
開
。
新
入
部
員

を
迎
え
、
今
年
度
の
活
動

が
本
格
始
動
し
ま
し
た
。

日
本
初
の
文
化
系
・
地
域

部
活
、
掛
川
未
来
創
造
部

パ
レ
ỿ
ト
も
六
年
目
の

春
到
来
で
す
。
自
己
紹
介

を
全
員
し
た
後
、
別
室
に

移
ỵ
た
一
年
生
と
二
年

生
は
、円
形
組
織
の
ペ
ổ
パ
ổ
資
料
を
受
け
取
ỵ
て
、

サ
ポ
ổ
ト
役
の
三
年
生
数
名
と
一
緒
に
、最
初
に
組

織
の
概
念
の
説
明
を
受
け
ま
す
。 

次
に
実
習
が
始
ま
り
ま
す
。資
料
に
描
か
れ
た
円

周
の
上
に
、
ま
ず
一
点
を
決
め
て
、
そ
こ
に
自
分
の 

     名
前
を
書
き

ま
す
。
続
い

て
、
一
緒
に
い

る
周
り
の
メ

ン
バ
ổ
が
立

つ
位
置
を
決

め
て
、
名
札
を

確
認
し
な
が

ら
名
前
を
書

い
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
、

こ
れ
ま
で
卒
部
し
た
先
輩
の
人
数
(
四
二
名
)
を
Ｏ

Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
点
に
書
き
、次
に
見
守
り
担
当
の
大
人
ス

タ
ỿ
フ
が
自
己
紹
介
後
に
名
前
を
、最
後
に
理
事
⾧

(
私
)
の
名
前
を
書
き
加
え
て
い
き
ま
す
。 

自
分
の
手
で
メ
ン
バ
ổ
や
ス
タ
ỿ
フ
の
名
前
を

書
き
こ
ん
で
い
く
こ
と
で
、名
前
を
覚
え
る
だ
け
で

な
く
、自
分
の
居
場
所
が
確
か
に
こ
こ
に
在
る
こ
と

と
同
時
に
、
先
輩
や
大
人
も
上
下
関
係
は
な
く
、
み

な
同
じ
位
置
に
居
る
こ
と
を
意
識
で
き
ま
す
。 

 

多
彩
な
ジ
ἀ
ン
ル
が
一
つ
に
融
合 

大
型
連
休
に
入
る
前
、四
月
に
実
施
し
た
体
験
入

部
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。 

体
験
入
部
に
参
加
し
た
新
一
年
生
一
人
一
人
が

興
味
を
持
つ
ジ
ἀ
ン
ル
を
体
験
で
き
る
よ
う
に
、全

体
で
一
つ
の
物
語
を
台
本
に
し
ま
す
。
台
本
は
、
三

年
生
が
短
時
間
で
仕
上
げ
、絵
や
イ
ラ
ス
ト
を
描
い

た
り
、
ダ
ン
ス
を
踊
ỵ
た
り
、
声
の
表
現
(
声
優
)

で
参
加
し
た
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
発
揮
し
ま

す
。
録
音
や
撮
影
も
部
員
た
ち
が
操
作
し
、
そ
れ
を

一
本
の
映
像
作
品
に
仕
上
げ
る
た
め
に
三
年
生
が

パ
ソ
コ
ン
で
映
像
編
集
を
担
当
し
ま
し
た
。 

部
活
動
改
革
と
心
田
開
発 

第
四
回 

Ộ 
新
年
度 

地
域
部
活 

六
年
目
の
春
到
来  

Ộ 
 

齊
藤 
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2023 年 5 月 新入部員を迎えた地域部活パレット 

円周の上に自分、メンバー、スタッフの名前を書く 

タブレットで台本を見ながら声を収録 

ダンスの撮影、カメラも部員が操作 



    

    

今
回
、
ア
ổ
ト
、
ダ
ン
ス
、
声
の
表
現
、
映
像
編

集
な
ど
多
彩
な
ジ
ἀ
ン
ル
の
メ
ン
バ
ổ
に
加
え
、台

本
を
書
き
な
が
ら
演
出
を
す
る
メ
ン
バ
ổ
が
一
つ

の
部
屋
に
集
ま
ỵ
て
コ
ラ
ボ
作
業
を
体
験
す
る
試

み
で
す
。
他
の
ジ
ἀ
ン
ル
の
メ
ン
バ
ổ
の
活
動
を
、

共
同
制
作
の
過
程
の
中
で
間
近
で
見
る
こ
と
が
で

き
、
お
互
い
に
感
じ
る
も
の
が
あ
ỵ
た
よ
う
で
す
。

「
そ
の
技
は
ど
こ
で
磨
い
た
の
？
」「
す
ご
い
な
Ự

Ộ
」
と
、
お
互
い
を
認
め
、
各
所
で
称
賛
す
る
声
が

聞
こ
え
て
き
た
の
で
す
。こ
れ
ま
で
は
初
め
か
ら
ジ

ἀ
ン
ル
ご
と
に
活
動
場
所
を
分
け
、交
流
も
限
ら
れ

て
い
た
た
め
、完
成
品
の
ス
テ
ổ
ジ
発
表
の
場
で
初

め
て
見
る
ケ
ổ
ス
が
大
半
で
し
た
。そ
こ
に
至
る
プ

ロ
セ
ス
は
ブ
ラ
ỿ
ク
ボ
ỿ
ク
ス
化
し
て
い
る
状
態

と
い
え
ま
す
。
今
回
、
共
通
の
台
本
が
あ
る
中
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
当
し
な
が
ら
も
、一
つ
の
部
屋

に
居
て
、同
時
併
行
で
動
い
て
い
る
他
の
作
業
を
見

学
す
る
こ
と
が
あ
ỵ
た
り
、自
分
の
役
割
が
終
わ
ỵ

た
後
は
、作
業
中
の
映
像
編
集
の
画
面
を
注
視
し
た

り
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

全
員
が
一
つ
の
円
周
の
上
に
立
つ
こ
と
、個
々
の

持
ち
味
、
特
技
、
自
分
と
は
異
な
る
魅
力
を
相
互
に

認
め
合
う
こ
と
、今
回
の
体
験
入
部
の
一
部
始
終
は

一
円
融
合
と
万
象
具
徳
を
そ
の
ま
ま
体
現
化
し
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。 

 

円
の
中
心
点
を
な
す
二
重
構
造 

掛
川
未
来
創
造
部
は
中
学
生
に
よ
る
地
域
部
活

動
で
す
。
パ
レ
ỿ
ト
の
部
員
た
ち
自
身
が
、
部
活
動

を
通
し
て
、
こ
う
い
う
気
分
で
い
た
い
、
こ
う
い
ỵ

た
楽
し
い
思
い
を
し
た
い
、な
ど
個
々
に
願
う
思
い

が
あ
り
ま
す
。そ
れ
ら
の
似
た
部
分
を
集
約
し
な
が

ら
共
通
の
価
値
観
を
見
出
し
て
い
く
こ
と
で
、メ
ン

バ
ổ
全
員
で
共
有
で
き
る
思
い
を
部
活
の
理
想
と

し
て
円
の
中
心
に
位
置
付
け
ま
す
。 

そ
の
基
本
は
「
選
択
の
自
由
」
か
ら
得
ら
れ
る
楽

し
さ
に
あ
り
ま
す
。
上
下
関
係
が
な
い
こ
と
、
強
制

が
な
い
こ
と
、参
加
度
の
熱
量
を
同
等
に
求
め
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、さ
ら
に
根
源
的
な
と
こ
ろ
で
、

自
分
が
あ
り
の
ま
ま
で
居
ら
れ
る
安
心
感
と
居
場

所
が
あ
る
こ
と
の
充
足
感
、
さ
ら
に
、
一
緒
に
活
動

す
る
仲
間
の
存
在
、共
に
過
ご
せ
る
居
心
地
の
良
さ

が
あ
り
ま
す
。部
活
の
二
時
間
が
ア
ỿ
と
い
う
間
に

終
わ
る
印
象
で
す
。創
造
性
は
上
意
下
達
の
縛
ら
れ

る
環
境
下
で
は
生
ま
れ
に
く
い
と
い
え
ま
す
。 

も
う
一
つ
、円
の
中
心
点
の
更
に
中
心
に
は
パ
レ

ỿ
ト
を
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

日
本
地
域
部
活
動

文
化
部
推
進
本
部
(
略
称
・
ポ
ỿ
カ
)
の
経
営
理
念

が
存
在
し
ま
す
。地
域
と
共
に
発
展
す
る
持
続
可
能

な
部
活
動
を
地
域
部
活
と
捉
え
て
い
る
こ
と
を
伝

え
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ổ
は
、
部
活
内
で
自
分
が
楽

し
い
こ
と
、や
り
た
い
こ
と
へ
の
挑
戦
で
得
た
自
信

や
経
験
を
活
か
し
、次
の
ス
テ
ỿ
プ
で
は
文
化
的
な

活
動
を
通
し
て
地
域
の
役
に
立
つ
こ
と
、
自
主
的
・

主
体
的
に
地
域
貢
献
を
す
る
こ
と
、自
分
を
育
ん
で

く
れ
る
地
域
へ
の
「
報
恩
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。 

『
一
円
融
合
を
基
と
し
た
文
化
部
活
動
改
革
を

通
じ
て
、
行
動
的
市
民
を
各
地
に
輩
出
し
、
全
国
の

地
方
創
生
に
寄
与
す
る
』が
ポ
ỿ
カ
の
経
営
理
念
で

す
。
次
回
は
今
年
度
、
中
学
生
の
地
域
部
活
を
起
点

に
、地
域
を
舞
台
に
新
た
に
展
開
す
る
創
造
的
な
事

業
に
フ
Ỿ
ổ
カ
ス
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

パソコンを使って映像編集 

完成した映像を観る一年生 


